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会社理念と品質方針会社理念と品質方針

・会社理念
命と環境を創造する有機農業の理念に基づいて新たな生産と消
費を創出し調和と多様性に富んだ社会の構築につくす費を創出し調和と多様性に富んだ社会の構築につくす。

・品質方針品質方針
生産者・お客様と物の売り買いだけではない、友好的な関係を

築き、安心な食を提供します。
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生産者・お客様と相互理解を深め、有機農業が持続発展する生

産・流通システムの構築と確立を目指します。

生産者 お客様と情報 技術を循環 評価し合う環境をつくり
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ch 生産者・お客様と情報・技術を循環・評価し合う環境をつくり
、多様に広がるオーガニック・コミュニティーづくりに貢献し
ます。
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会社概要会社概要

創業 1983年8月1日創業 1983年8月1日
資本金 82,000,000円
本社 大阪府豊中市
正社員数 56名（2011年4月1日）

・事業所事業所
豊中センター （大阪府豊中市）
戸田センター (埼玉県戸田市)
和歌山センター （和歌山県紀の川市）
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和歌山センタ （和歌山県紀の川市）

・ グループ会社
株式会社 ポカラ (愛知県拠点･宅配事業会社)
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ch 株式会社 ポカラ (愛知県拠点･宅配事業会社)

株式会社 ビオ・ファーム (福岡県拠点･宅配事業会社)
株式会社 ビー・ワイ・シー (広島県拠点･宅配事業会社)
株式会社 ビオ ランド紀の川 (和歌山県 農業生産事業)
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w 株式会社 ビオ・ランド紀の川 (和歌山県･農業生産事業)
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事業の概要①事業の概要①

会 制宅 事業会員制宅配事業
・サービス名称「ビオ･マルシェの宅配」
・グループ会社含め 8500会員（2012年２月現在）・グループ会社含め、8500会員（2012年２月現在）。
・東京、埼玉、名古屋、大阪、兵庫、京都、広島、福岡

拠点で展開。拠点で展開。
・野菜は有機JAS100%で供給、有機加工食品500アイテ

ムを中心とした年間3000アイテムを提供。
毎週お届け 種類から選ぶお任せ 野菜セ トが中
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・毎週お届けの5種類から選ぶお任せの野菜セットが中
心商品。

・会員募集の媒体は ネット 主婦向けのフリーペーパ
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ch ・会員募集の媒体は、ネット、主婦向けのフリーペーパ
ー、新聞折込だが、会員からの紹介も多い。
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事業の概要②事業の概要②

・直営店直営店
有機食品の専門店「ビオ・マルシェ」として、首都圏、関西合わせて、
路面2店舗、百貨店内2店舗で展開。

浦和仲町店（埼玉県さいたま市） 大宮高島屋店（埼玉県さいたま市）浦和仲町店（埼玉県さいたま市） 大宮高島屋店（埼玉県さいたま市）
高島屋フードメゾンおおたかの森店（千葉県流山市）
甲東園店（兵庫県西宮市）

・卸事業
野菜を中心とした有機農産物および有機加工食品ブランド「ビオ・マルシ
ェ」を百貨店、量販店、学校給食会等へ販売
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有機野菜および大豆、小麦、米などの穀類を中心に有機食品製造メーカー
などへ販売

主 得
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ch ・主要得意先

(株)高島屋様、(株)大丸様、阪急阪神百貨店様
(株)東急ストア様、(株)ライフコーポレーション様､ 旬楽膳様、
小田急商事(株)様 (株)ダイ 様 (株) 阪食様 (株)大近様

w
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w 小田急商事(株)様、(株)ダイエー様､ (株) 阪食様､ (株)大近様
学校給食会（大阪府下の豊中市、吹田市、茨木市その他）
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国産有機ＪＡＳを拡大しています国産有機ＪＡＳを拡大しています。

・有機生産行程管理者数 206 生産者数 265 
有機ＪＡＳを取得した農家へ生産を委託していま
す。
出荷の週ごとに、数量、価格をあらかじめ年単位
で決定していますで決定しています。
20年以上継続して取り引きしている農家がほとん
どです。
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どです。

・有機加工食品のブランド 197アイテム
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農産物と同じ農家で生産された有機原料を委託工場
で加工し、国産有機ブランド[ビオ・マルシェ」
として展開しています
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w として展開しています。
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有機JAS+顔の見える関係づくり有機JAS+顔の見える関係づくり

茨城阿見町 大阪能勢町 和歌山紀の川市の3カ所でリサーチファーム茨城阿見町､大阪能勢町､和歌山紀の川市の3カ所でリサーチファーム
の活動をおこなっています｡
参加することで自然との一体感を感じてもらったり、有機農業への
理解を深めるための農的体験の場を提供するなど 定期的に参加型の理解を深めるための農的体験の場を提供するなど､定期的に参加型の
イベントを企画しています｡
また､和歌山では､農業生産法人（株）ビオ・ランド紀の川と協力し
ながら 持続可能な有機生産体制づくり 環として 和歌山 生ながら、持続可能な有機生産体制づくりの一環として、和歌山の生
産者や新規就農者と結ぶ企画をおこなっています｡
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阿見ビオ･スクール 能勢リサーチファーム 和歌山リサーチファーム
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本日のトピック本日のトピック

1. ビオ･マーケットのご紹介
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3. ビオ マ ケットの生産者の取り組み
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これまでの取り組みこれまでの取り組み

1993年 生産者と共に 資材の禁止基準だけでなく 有・1993年、生産者と共に、資材の禁止基準だけでなく、有
機農業の意味と目標を含めた包括的な基準を策定。

各国の有機農業運動にも歩調を合わせられるようにと各国の有機農業運動にも歩調を合わせられるようにと、
IFOAM（国際有機農業運動連盟）の基礎基準と互換性を
持つ。持つ。

生産者に栽培指針として提示すると共に、栽培情報をデ
ータ管理し消費者向けに有機農産物表示を開始。
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管 し消費者向 有機農産物表示 開始。

・2000年6月に施行されたＪＡＳ規格による有機認証制度
は、有機農業の発展のためにも、客観的な評価を受ける
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ch という意味で積極的にとらえてきました。

・2001年4月1日からは、有機JAS表示に全面的に切り替え
ました 野菜 ほぼ100%が有機JAS表示に
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w ました。 野菜のほぼ100%が有機JAS表示に。
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有機ＪＡＳ基準ができた有機ＪＡＳ基準ができた。

有機ＪＡＳ以前有機ＪＡＳ以前

・「有機」でも生産者によって使用資材はまちまち。

・野菜の量が確保できない時に 他から買いたいが・野菜の量が確保できない時に、他から買いたいが、

自分の基準にあっているかの確認が大変だった。

・お客様に 一部の「まがいもの有機」と混同される・お客様に、一部の「まがいもの有機」と混同される

恐れがあった。
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jp 有機ＪＡＳにより、共通のものさしができた。

・生産者にとって「つくり方のものさし」
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ch ・生産者にとって「つくり方のものさし」

・流通にとって 「取り扱いのものさし」

消費者にとって「選択のものさし」
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w ・消費者にとって「選択のものさし」
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有機農産物の販売実績有機農産物の販売実績
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安定した出荷体制確立への取り組み安定した出荷体制確立への取り組み

産地リレー産地リレ
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安定した品質への取り組み ①安定した品質への取り組み ①

作目別に会議を開催し作目別に会議を開催し、

生産技術や経営のノウハ
ウ 規格の統一などについウ、規格の統 などについ
て話しあっています。

 果菜会議

 お米会議
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 お米会議

 みかん会議

 葉もの会議
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ch  葉もの会議

 根菜会議

etc
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安定した品質への取り組み ②安定した品質への取り組み ②

アグリサポート室を設置し、生産者の営農
を支援していますを支援しています。

・有機農業技術に関する相談窓口

・有機ＪＡＳ許容資材の情報提供
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・有機ＪＡＳ許容資材の情報提供

・土壌診断や食味分析とアドバイス

w
.b

io
m

ar
ch

・作目別の栽培指針づくり など
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有機農業事業協同組合を設立有機農業事業協同組合を設立

有機農業の生産を拡げていくためには それに適した生有機農業の生産を拡げていくためには、それに適した生
産、流通、消費までを含めた総合的なシステム、「有機
農業のフードシステム」を確立していくことが急務と考農業のフ ドシステム」を確立していくことが急務と考
え､2011年1月に､長年､有機農産物を生産してきた中心
的な農家の方々が｢有機農業事業協同組合｣を設立しまし
た｡
全国で､さまざまな作物を栽培する有機農業の生産者が
協同し 技術 ノウハウを交換することにより 有機農
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協同し、技術･ノウハウを交換することにより、有機農
産物の安定供給や品質の高度化をはかることで､今後の
マーケットに対応してゆきます
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ch マ ケットに対応してゆきます｡

同時に､将来を見据えた農業従事者の育成を図ることな
ど、個々の生産者では実現できない事業を実施してゆき
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ます｡
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有機農業事業協同組合の活動有機農業事業協同組合の活動

年間安定供給することで新規販路を開拓・年間安定供給することで新規販路を開拓。

・栽培・経営技術のノウハウを交換。

・資材の共同購入、共同検査によるコスト減

・地域での仲間づくり、啓発活動。

・地域：長野、富山、滋賀、大阪、兵庫、

h
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地域：長野、富山、滋賀、大阪、兵庫、

和歌山、高知、島根、長崎、熊本
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・組合員数：１２

w
w

w

２３



本日のトピック本日のトピック

1. ビオ･マーケットのご紹介

2. 有機ＪＡＳへの取り組みと販売の現状

3. ビオ･マーケットの生産者の取り組み

h
e.

jp

4 課題と今後の推進にむけて

w
.b

io
m

ar
ch 4. 課題と今後の推進にむけて

w
w

w

２４



有機農産物の販路確保には有機農産物の販路確保には

・有機ＪＡＳマークをつけることで、生産の方法
が確かであることが担保されます。

・その上で、品質のそろった農産物を安定的に供
給することができれば、オープンなマーケット給することができれば、オ プンなマ ケット
にも受け入れられます。

・どんな作目を いつ どんな値段で どこに販
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・どんな作目を、いつ、どんな値段で、どこに販
売するのか。ターゲットと目標を明確にして、
それを可能にする技術を確立することが 販路
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の確保につながります。
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Where there is a willWhere there is a will,

there is a waythere is a way.
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jp ( 意志あるところに道がある）
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